
ズッキーニ                     満留克俊 

  狭い菜園でも栽培可能 
 ズッキーニは一昔前まであまりなじみのない野菜でしたが，最近スーパーでもよく見かけるよ

うになりました。イタリア料理には欠かせない食材です。インターネットやテレビなどで多くの

レシピが紹介されており，一般の家庭でも広く利用される食材になりつつあります。食感はナス

に似ていますが独特の歯応えがあり，揚げたり妙めたりすると甘味が増します。 

 原産地は北アメリカで，コロンブスの大陸発見後にヨーロッパに広まったといわれています。

見た目は少し太いキュウリのようですが，実はカボチャの仲間で，一般にお店で見かけるセイヨ

ウカボチャとは異なり，ハロウィーンなどで多く見られる観賞用のカボチャと同じぺポカボチャ

という種類に属します。色は濃緑色や黄色のものがあり，表面は滑らかですべすべしています。 

 栽培は易しく，カボチャのなかでもつるが伸びない立性で，少ないスペースで栽培ができるた

め家庭菜園にも向いています。 

 生育適温は果菜類のなかでは１８～２３度と低く，最低気温が１０度以上であれば栽培が可能

で，露地の移植栽培では霜の心配がなくなる４月以降の定植が適期です。４月以降であれば直播

きも可能ですが，早くから収穫するためには３月中旬ごろに９～１２㌢のポットを利用し育苗し

ます。床土は市販のものを利用し，１鉢に１粒種を播きます。本葉が３～４枚になったころに定

植します。 

 畑は水はけや日当たりがよい場所を選び，播種の１

週間前までにほ場を準備し，１平方㍍当たり堆肥２㌔，

苦土石灰１００㌘，化学肥料８０㌘（チッ素，リン酸，

カリ１５％の場合）程度を施します。耕うん後，ベッド

幅９０㌢，通路幅６０㌢の畝を作ります。ズッキーニ

の葉は大きく広がるため株間は１００㌢とします。 

 つるは短く，特に誘引などは必要としませんが，風

などで折れやすいため支柱などで支えをするとよいで

す。 

 種播きから５０～６０日程度で花が咲きます。ミツ

バチが飛んでいれば自然に受粉しますが，雌花が咲い

たら雄花をつまんで，雌花の柱頭に花粉を付けてあげ

るとよく着果し，形の良いものが収穫できます。 

 ズッキーニは普通のカボチャと違い，開花から３～

５日程度で果実の長さが１５～２０㌢程度のものを収

穫します。３月に種を播けば５月から，４月に播けば

６月から収穫が可能で１カ月近く収穫を楽しむことができます。収穫が遅くなり大果になると樹

に負担がかかり上の果実が着きにくくなるので，適期に収穫しましょう。 
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